
７
ミふるさとづくりのホットライン
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□平成 19年 8月 1日発行
□発行責任者 生萱区長

島田武久

ジャコウアゲハの生息に欠かせないウマノスズクサ

ジヤコウアゲハのメスです。ジャコウアゲハは東

小学校までひらひらと飛んでいくこともありま

す。羽が黒くて、オレンジの斑点が付いているの

がオス、薄い色をしているのがメスです。

～ 毎月第 3日 曜日は家族がふれあう「家庭の日」。増やそう会話、つくろう思い出 ～
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◎
峯
村
雅
彦
（自
衛
消
防
団
団
長
）

▼
石
原
地
区
で
火
災
が
あ

っ
た
が

大
事
に
至
ら
ず
良
か

っ
た
。

◎
久
保
和
彦

（消
防
第
二
分
団
副

分
団
長
）

西
村
晋

（同
生
萱
班
班
長
）

▼
消
防
協
力
費
な
ど
区
民
の
協
力

に
感
謝
し
て
い
る
。
有
事
に
備

え
訓
練
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

◎
市
職
員

（当
日
の
出
席
者
）

島
田
政
喜

（生
涯
学
習
課
／
地

区
連
絡
調
整
窓
口
）

宮
島
葉
子

（戸
倉
健
康
セ
ン
タ

ー
）
島
田
房
雄

（情
報
統
計
課
）

島
田
栄

一

（税
務
課
／
災
害
情

生
萱
公
園
の
ト
イ
レ

区
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
公
衆
ト

イ
レ
で
す
。
き
れ
い
に
使
い
ま
し

よ

」つ
。

報
連
絡
員
）

四
、
区
の
現
況
と
行
事
予
定

●
行
事

・
７
月
１４
日

（
土
）

古
墳
、
詩
碑
公
園
、
区
民
広
場
、

沢
山
川
堤
防
の
草
刈
及
び
主
要

道
路
枝
打
ち

ｏ
９
月
２
日

（
日
）

防
災
訓
練

・
９
月
１６
日

（
日
）

人
権
教
育
研
修
会

●
区
政
の
近
況

（島
田
区
長
）

★
公
民
館
水
洗
工
事

６
月
６
日
着
手
、
６
月
２６
日
完

了
予
定
。
期
間
中
ご
迷
惑
を
掛
け

ま
す
が
、
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
下
水
道
関
連

区
内

の
本
管
工
事
が
終
了
し
、

舗
装
工
事
を
順
次
進
め
ま
す
。
そ

の
際
に
側
溝
の
取
り
替
え
な
ど
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

★
生
萱
公
園
に
つ
い
て

。
ト
イ
レ
の
清
掃

４
月
の
使
用
開
始
以
来
、
ト
イ

レ
掃
除
を
区
の
役
員
が
行

っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
み
ん
な
の
公
園
で
す

の
で
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
い
つ
ま
で
も
気
持
ち
良
く

使
え
る
よ
う
各
種
団
体
の
皆
様
に

当
番
表
を
回
し
ま
す
の
で
年
１
回

程
度
と
思
い
ま
す
が
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

※
ご
協
力
い
た
だ
く
団
体

公
民
館
役
員

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団

・
常
会
長

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
地
区

育
成
会
な
ど

。
そ
の
他

芝
生

の
雑
草
が
繁
茂
し
、
組

長
に
２
日
ほ
ど
頑
張

つ
て
い
た
だ

き
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

梅
雨
時
に
雑
草
も
元
気
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
気
づ
き
の
方
は
例

え
１
本
で
も
抜
き
取

っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

ま
た
、
先
日
、
ネ

ッ
ト
が
突
風

で
倒
れ
て
中
１
の
男
の
子
が
怪
我

（打
撲
）
を
し
ま
し
た
。

ネ

ッ
ト
は
普
段
倒
し
て
お
く
よ

う
、
子
供
さ
ん
に
指
導
し
て
く
だ

さ
い
。

★
有
害
自
販
機
設
置
Ｎ
Ｏ
宣
言
に

つ
い
て

地
区
内
に
青
少
年
に
悪
影
響
を

与
え
る
商
品
の
販
売
機
の
設
置
を

認
め
な
い
宣
言
の
賛
同
を
い
た
だ

き
、
早
速
、
宣
言
書
を
市
に
提
出

し
ま
し
た
。
（ポ

ス
タ
ー
は
宮
崎

の
掲
示
板
に
掲
げ
ま
す
）

★
農
業
委
員
の
改
選
に
つ
い
て

今
年
は
改
選
の
年
で
す
。
生
萱

区
と
し
て

「島
田
保
彦
さ
ん
」
を

推
薦

し
承
諾
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
知
ら
せ
し
ま
す

★

ハ
ッ
ピ
ー

ハ
ウ
ス
の
件

「
石
原
地
区
に
あ
る

「科
野
建

異
臭
発
生
の
も
と
と
し
て
疑
惑
の

あ
っ
た
炭
焼
き
小
屋

設

（早
川
社
長
と

の
炭
焼
き
の

建
物
を
買
い
取
り
、
古
畳
の
切
断

を
し
て
業
者
に
売
り
渡
し
、
そ
の

収
益
を
も
つ
て
山
積
み
し
て
あ
る

残
骸
を
処
理
し
、
綺
麗
な
状
態
に

も
ど
し
た
い
の
で
区
民
の
皆
様
の

同
意
を
得
た
い
」
と
申
し
入
れ
が

・あ
り
ま
す
。
（右
の
写
真
参
照
）

こ
の
件
に
つ
い
て
、
去
る
６
月

７
日
、
組
長
会
で
ハ
ツ
ピ
ー
ハ
ウ

ス
の
会
長

（佐
藤
氏
）
の
説
明
を

開
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
詳
細
な

部
分
で
は
不
明
な
点
が
あ
り
、
市
・

県
に
も
情
報
を
提
供
し
、
相
談
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
の
状
況
に
よ
つ
て
は
広
く

区
民
に
直
接
説
明
を
す
る
機
会
も

あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

山
積
み
状
態
の
建
築
廃
材

（現
在
、
早
川
社
長
は
病
気
療

養
中
で
入
院
中
で
す
）

●
沢
山
川
排
水
機
場
設
置
促
進
期

成
同
盟
会
の
近
況

（野
澤
武
光

事
務
局
長
）

６
月
８
日
の
総
会
に
て
運
動
、

推
進
の
意
義
を
再
確
認
し
た
。
年

を
経
る
と
共
に
河
川
の
状
況
も
変

化
し
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
も
中
々

困
難
な
問
題
が
あ
り
、
千
曲
川

内
の
土
砂
の
排
斥
に
よ
る
水
位
低

下
効
果
、
上
流
で
千
曲
川

へ
の
流

入
を
促
し
、
沢
山
川

へ
の
流
入
を

抑
え
る
等
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま

す
。今
後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。



●
沢
山
川
愛
護
里
親
制
度
に
つ
い

て

（久
保
　
甲
さ
ん
）

沢
山
川

の
愛
護

の

一
環
と
し

て
、
本
誓
寺
橋
の
上
下
５０
メ
ー
ト

ル
に
は
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
『
ジ

ヤ
コ
ウ
ア
ゲ

ハ
』
の
生
息
に
は
無

く
て
は
な
ら
な
い

『
ウ

マ
ノ
ス
ズ

ク
サ
』
が
群
生
し
て
お
り
ま
す
（県

内
で
は
大
変
貴
重
な
場
所
で
す
）
。

東
小
の
子
供
達
と
こ
れ
の
愛
護

に
手
を
尽
く
し
て
お
り
ま
す
が
、

ア
レ
チ
ウ
リ
の
繁
茂
に
よ
り
圧
倒

さ
れ
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
区
の
役
員
に
草
刈
や

ア
レ
チ
ウ
リ
の
引
き
抜
き
を
し
て

い
た
だ
き
、
元
気
に
育

つ
て
い
ま

す
。区
民
の
皆
様
に
も
関
心
を
持

っ

て
い
た
だ
き
雑
草
退
治
に
お
力
添

え
く
だ
さ
れ
ば
、
ジ
ヤ
コ
ウ
ア
ゲ

ハ
が
も

っ
と
も

っ
と
目
に
と
ま

つ

て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
意
見

・
提
案

・
質
疑

▼
ハ
ッ
ピ
ー

ハ
ウ
ス
の
取
り
組
み

の
件
に
つ
い
て
は
慎
重
に
対
応

を
願
い
た
い
。

＊
情
報
提
供
に
努
め
た
い

▼
公
民
館
の
ト
イ
レ
が
水
洗
化
に

な
る
が
、
冬
の
期
間
の
凍
結
対

策
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

＊
状
況
を
み
て
対
応
し
た
い
。

▼
排
水
機
場
管
理
者
と
し
て
　
多

雨
が
予
想
さ
れ
る
が
管
理
に
は

万
全
を
期
し
た
い
。

▼
運
動
公
園
の
フ
エ
ン
ス
破
損
の

件
で
、　
注
意
を
促
す
看
板
設

置
を
さ
れ
た
い
。

＊
状
況
を
見
て
対
応
し
た
い
。

▼
ど
ん
じ
や
ん
祭
に
つ
い
て
、
市

か
ら

「年
々
参
加
者
が
減
少
し

て
い
る
の
で
、
区
連
の
積
極
的

な
参
加
を
お
顔
い
し
た
い
」
と

の
こ
と
。

＊
区
協
議
委
員
会
に
て
検
討
し
決

定
に
従
う
。

五
、
市
役
所
か
ら
の
お
話

島
田
政
喜
さ
ん

◎
平
成
１９
年
度
か
ら
向
こ
う
１０
年

間

の
市
政
運
営

の
指
針
と
な
る

「千
山
市
総
合
計
画
」
が
４
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。

◎
平
成
１９
年
度
の

一
般
会
計
当
初

予
算
額
は
約

２
３
４
億
円

（前

年
度
比

マ
イ
ナ
ス
ー
・
８
％
）
で
、

基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
編

成
し
た
。

◎
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ

り
、
職
員
数
の
削
減
、
組
織
機
構

の
見
直
し
（本
年
度
は
４
課
廃
止
）

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
業
務
の

民
間
委
託
、
戸
倉
庁
舎
と
上
山
田

庁
舎
の
統
合
な
ど
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
る
。
検
討

。
実
施
に
際
し
て

は
、
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

「千

山
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に

よ
り
、
市
民

・
市
議
会

，
市
が
そ

の
権
利
、
役
割
と
責
務
を
果
た
し

な
が
ら
す
す
め
て
い
く
。

◎
毎
年
度
、
各
地
区
に
作
成

い

た
だ
い
て
い
る

「地
域
づ
く
り
計

画
」
の
作
成
に
あ
た

つ
て
は
、
区

に
在
住
す
る
市
職
員
も
協
力
し
て

い
く
。

六
、
閉
会

平成 19年度

島田武久

西村弘一

塩入長隆

田中三好

鴇澤忠夫

宮島高―

武田重助

○協議委員
・宮崎 1西
。宮崎 1南
・宮崎 1東
・宮崎 2

・大門 3
。大門4

久保和則

島田政夫

久保吉人

久保寛志

鴇澤一義

西村幸雄

・生萱 5

・生萱 6

・石原 7

・石原 8

島田政喜

宮島敏広

中島 真
島田徳―

生菫区及び各種団体 役 貞 紹介
○区長

○代理区長

〇宮崎組長

○宮崎副組長

〇大門組長

○本生萱紐長

○石原組長

○各種団体

・神社氏子総代主任
。人権教育推進委員

・御神楽保存会会長

・生萱を知る会会長

・公民館生萱分館長

・屋代沖維持管理支部長 中島信男
・防犯雨宮支会副会長 高野民春
・雨宮育成会会長  相澤正秀

・社協雨富副支部長 相澤 隆
・安協雨宮分会会長 中島雅仁
・民生児童委員 西村貴久子
・東小 PTA支部長 鴇澤―義
・スポーツ少年団団長 高野正久
・消防団第 2分団副分団長 久保和彦
・消防団第 2分団生萱班班長 西村 晋
・自衛消防団団長 峯村雅彦
。日赤奉仕団班長 長幅聖子、中島文江

久保竹昭

野澤武光

久保知大

久保知大

島田豊万

ノSttι  ヽノノ

●
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
責
任
を
も

っ
て
！

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
に
区
民
は
注ヽ
目
し
て
い
ま
す
。

●
生
萱
公
園
の
公
衆
ト
イ
レ
を
キ
レ
イ
に
！

ト
イ
レ
に
は
靴
の
泥
を
お
と
し
て
か
ら
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
田
ん
ば
中
の
道
、　
一
時
停
止
を
徹
底
し
て
！

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
特
に
注
意
し
て
安
全
運
転
を
お

願
い
し
ま
す
。


